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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公表番号】特表2011-508371(P2011-508371A)
【公表日】平成23年3月10日(2011.3.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-010
【出願番号】特願2010-539002(P2010-539002)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  37/02    　　　Ｇ
   Ｈ０５Ｂ  37/02    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明を供給し、空間内の種々異なる領域に対する照明効果を供給するためにグループ化
される光源と、前記光源を、主照明を供給するための中心光源を含む中心グループと、背
景照明を供給するための周囲光源を含む周囲グループとに分割するコントローラとを有し
、前記中心光源は、第１の関係に従って各々関係する個別の中心強度レベルを持ち、前記
周囲光源は、第２の関係に従って各々関係する個別の周囲強度レベルを持ち、前記コント
ローラは、第１の関係及び第２の関係を変えることなく前記中心グループと前記周囲グル
ープとの間の比率を変更する、照明システム。
【請求項２】
　前記コントローラは、第１の座標を持つ第１のエンドポイントと第２の座標を持つ第２
のエンドポイントとの間で前記比率を変更し、第１及び第２のエンドポイントは、対応す
る中心強度レベル及び周囲強度レベルにより定められる、請求項１に記載の照明システム
。
【請求項３】
　第１の座標は、シーンＦ１、Ｓ１を含む、メモリに格納されて選択可能なプリセット座
標であり、第２の座標は、Ｆ１、０％周囲である、請求項２に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記コントローラは、係数（Ｒ）により前記個別の中心強度レベルを乗算し、前記係数
の逆数（１／Ｒ）により前記個別の周囲強度レベルを同時に乗算することにより、前記比
率を変更する、請求項１に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記コントローラは、前記個別の中心強度レベル及び前記個別の周囲強度レベルの少な
くとも一つを係数による乗算及び内挿の少なくとも一つにより、前記比率を変更する、請
求項１に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記コントローラは、前記比率、第１の関係及び第２の関係を変更することなく全体の
強度を変更する、請求項１に記載の照明システム。
【請求項７】
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　前記コントローラは、前記比率、第１の関係及び第２の関係を変更することなく、前記
個別の中心強度レベル及び前記個別の周囲強度レベル両方を係数により乗算することによ
り、全体の強度を変更する、請求項１に記載の照明システム。
【請求項８】
　前記比率は１００％中心及び０％周囲である第１のエンドポイントと、０％中心及び１
００％周囲である第２のエンドポイントとの間で選択可能であり、第１のエンドポイント
で前記中心グループの少なくとも一つの中心光源が最大強度レベルで設定され、前記周囲
グループの少なくとも一つの周囲光源が最小強度レベルで設定され、第２のエンドポイン
トで前記中心グループの少なくとも一つの中心光源が最小強度レベルで設定され、前記周
囲グループの少なくとも一つの周囲光源が最大強度レベルで設定され、第１及び第２のエ
ンドポイントは、対応する中心強度レベル及び周囲強度レベルにより定められる、請求項
１に記載の照明システム。
【請求項９】
　前記コントローラは更に、等しい増分又は指数的増分で光源の強度レベルを第１の値か
ら第２の値へ変更する、請求項１に記載の照明システム。
【請求項１０】
　照明を供給し、空間内の種々異なる領域に対する照明効果を供給するためにグループ化
される光源を制御する方法であって、主照明を供給するための中心光源を含む中心グルー
プと、背景照明を供給するための周囲光源を含む周囲グループとに前記光源を分割する分
割行為であって、前記中心光源は、第１の関係に従って各々関係する個別の中心強度レベ
ルを持ち、前記周囲光源は、第２の関係に従って各々関係する個別の周囲強度レベルを持
つ前記分割行為と、第１の関係及び第２の関係を変えることなく前記中心グループと前記
周囲グループとの間の比率を変更する変更行為とを有する、方法。
【請求項１１】
　第１の座標を持つ第１のエンドポイントと第２の座標を持つ第２のエンドポイントとの
間で前記比率を変更する行為を更に有し、第１及び第２のエンドポイントは、対応する中
心強度レベル及び周囲強度レベルにより定められる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　コンピュータプログラムを具現するコンピュータ可読媒体であって、プロセッサにより
実行されるとき前記コンピュータプログラムが、主照明を供給するための中心光源を含む
中心グループと、背景照明を供給するための周囲光源を含む周囲グループとに、照明を供
給し、空間内の種々異なる領域に対する照明効果を供給するためにグループ化される光源
を分割する分割ステップであって、前記中心光源は、第１の関係に従って各々関係する個
別の中心強度レベルを持ち、前記周囲光源は、第２の関係に従って各々関係する個別の周
囲強度レベルを持つ前記分割ステップと、第１の関係及び第２の関係を変えることなく前
記中心グループと前記周囲グループとの間の比率を変更する変更ステップとを行う、コン
ピュータ可読媒体。
【請求項１３】
　前記プロセッサにより実行されるとき前記コンピュータプログラムが、第１の座標Ｆ１
、Ｓ１を持つ第１のエンドポイントと第２の座標Ｆ２、Ｓ２を持つ第２のエンドポイント
との間で前記比率を更に変更し、第１及び第２のエンドポイントは、対応する中心強度レ
ベル及び周囲強度レベルにより定められる、請求項１２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記プロセッサにより実行されるとき前記コンピュータプログラムが、前記比率、第１
の関係及び第２の関係を変更することなく全体の強度を変更する、請求項１２に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
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